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　　　　第r畔宙醗委員会三会議）・

　　　　　　　　議事’次　第　　　　　　1

日時　昭和5。年調・9晒

　　　　　午後2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会議室

議題　　　‘　一

（1）’F宙開発に関する基本計画について

（2ジ宇宙関係条約特別部会蒔成員の指名について

資料
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委6」2　宇宙開発に関する基本計画㊧
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委6r－1

　　　　　　第5回字宙開発委員会1定例会誘）

　　　　　一、議事要旨　∫＼・覧

工購　昭和50年3即2『⑳｛．
　　　　　　　午後2蒔～4時

2・場所　　　宇宙開発委員会会議室

3．議題・，

　　（・）・宇宙蘭係条約特別部会の設歓ついて

　　（多）、部会長ρ指名について”

　　（3）部会の繊員の指名についで

　　（41魎共同エァ亡サツト評価一計画について　（報告）

94．資料

　委5一・第4由宇翻肇員会‘麟会議）講要旨

・蒙：＝：・湖棚芋茎開脚つ略

　　委5．・r4　技術部会臨成員

　　委5－5　安全部会鑓成員　　●　’　　。

　　委5一℃　長期ビジヲン特別三会構成員

　　委5の共同エアロ＃ツト評価計画の現状・・，

5・出席者　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　・

　　宇宙開発委員会委章長樗理　 ㍉暫

R県昌夫
　　　　〃　．委員　　　　網島　’毅

　　　　4．　”　　　　　．八三東禧
　　　．∵冒”’『㍉，．斎藤成文

　　　　　　　　　　　　　（1ノ

、

正賓乞＼
運馨航空撫櫨長．1　琴
関係省庁職員等

群三二研究纏局長㌃．伊
　　　〃　　・〃　．、　．宇宙開発三三官1山

　外務省国際連合局外務参事官．　　野

翻産業省機騰報産業融長．森

　　〃　　’工業技術院総務部長　　　仲
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご←〃：馬副

　無象庁総務部長　　　　　　　　　　岩　田一畝　文

　　．　　　　・　　　　　　　　　　　‘．〃茎高谷）．．

郵政省電灘鵬審舘　　市川澄：夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国　〃3丸即）

　　”　ぞ無糖儲長．斎藤　博
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一‘〃噸本）・

三三三局無糖　　　北壷島島
　字宙開発箏業団システム計画蔀’　　箕　輪，盛　好

　　　　》〃　　　平’林・’駅．
鞘局ご、
科学獅庁研究穐旧離弓長上島史郎
　　　　　▽　　　　　宇宙国際課長　　松　原　伸　一一

　　　　　，”　三三三三今’村，宏他

　　　　　　　　　　　　②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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a　譲事要旨

　（1）’前回議事要旨について．

　　　第4回宇宙開発委員会‘臨時会議）議事要旨が確認された。

．（2）宇宙．関係条約特別部会の設置たついて

　　事務局から知遇5二2薩ついて翻が行われたのち、

　原琴どおり決定された。

（3）部会長の指名について

　　佐妹義武委賑から膿賄委員が宇宙関係条約四二

　会長に・また・これに関連して網島毅委員が安全部会長にそ

れぞれ指名さ糠旨山県昌夫委員長代理の報告が行漁た。

．（41部会の鷲成員の指名について

　　“佐々木義武委員長から・資料委5一・5及び6・のとお・り、安全

部会及隈期ビジョン特脇会の繊員が指名され鮨山県

昌夫委員長代理の報告が行われ牟・また、緬蔀会及び縮　，

　部会に宇宙開発委員がそれぞれ追加して指名され、資料委5＿L

　5及び4のとおりとなった旨網野が行われた。

（5）共同エアロサソト評価計画について

　漂記め件について・運輸舗空局米本恭二無糖長から資

料委5『㌘罐ついて翻が行われたのち、以下の簸応答、

　が行われた。

急症

　’加の意志奉示をしたのか。　　　　　・．　　　　　・一

米計理加ナるという獺を用い・参加の具体的方灘づ峡

　　にその後検討することとした。

ω

八酌工・A・で検討している騨及び勧告方式はまどまっため

　　　か。

．米本；本評価四型凹しているた墳、この鰍論るのを待つ

　　　ているようで畝アストラ森ルはエ97出始親歓至・

　　るまで活動を中断している。

1八齢本評価緬は開発段階と実膿階のいずれである拷えて

　　やるのか。

米本一：開発要素の強い実用評価であると考える。

趨げると錨醗委員会は本評価緬にどσような係りを融．

　　ことになるのか。

事務胤利用鯛の参加の態様撤るもめと考える．すな紡、

　　　ドの一丁旧観というよち鯵加の場舘は三会

　　に働韓じるカi・靴利点ための細実験桁うだけな

　　ら委員会は係りを持たな吟。

峠：本年6取R聾を附とのことである淑この内容峨

　　が国は関与しな粋のか。　　　　　　　　、

米本：難的には関与しないが、我が国の希望はM・U原案械

　　の過程に繰て＋分述べてあり、即附属書である技術仕

　　様に反映されている。

八飴太平洋上で実験を三輪めには、取Pを変更する必要が

　．あるのか。　　　　　　　　　　　’　　　　㌧　．一　、　　．

米本3藤会の方針綴わらな腺ぽ、現緬の面輪を移動

　　させることも考慮層して匝るのでぞめ必要はないど考える6

八鰍醗の実験し赫榔場合でも・獅正出輪、
　　ことにiなるのか6　　・
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米本．3Mou第12条の規定に基づぐ参加となるのでまの条件は

　　理事会と個別協議して決められることになると思．うが・これ

　　は衛星を利用するヒ去を前提としており、大西洋上のみの実

重三では我が国は直接これを利用することができないめで出資．

　　というようなことにはならないと思う。
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宇宙開発に関する基本計画∈三

日
会D
三

月
委
決

恥
発
。
回
議

秘
宙
昭
宇

　　　我が国の宇宙開発に関する基本計画を下記のとおり定める。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

○近年・轄技術の急三三敵よ摯淳三二は・人類の新た
　　な活動領域として登場しそ港ており、近い将来において宇宙空間

　　の真相の究明、『開発及び利用が、学術の進歩、国民生活の向上及

　　び産業経済の発展に不可突¢～ものとなるζとは明らかである。

　　　ζのよ．うな情勢に対処ナる准め、我が国においても関係各界の

　　総力を結集して本格的に宇宙開発に取り組むこととし、次に掲げ

　　る方針に沿ってその開癸を推進するものとする。

　　　なお、開発の実施け、宇宙開発委員会が定めた字宙開癸計画（

　　昭和49年鷹決定）に基づいて行うものとする。

　　工　科学観測を行づ科学衛星及び電離層観測・衛星通信・気象観・

●　　二等を目的とした実用衛星を研究友ぴ開発するとともに、これ

　　　らを打ち上げるため㊧ロ〃ットを開発する。　　、　　　　ご

　　2・人工衛星及びマケ7トの開発、打上げ、逼跡等に必要な施設

　　　を整備する。特に実用を目的とした各種の衛星、これらを打ち

　　　上げるためのロケット等に共通して陣用しうる大型試験施設等

　　　については可能なかぎり集中的に設置する。　　　　　　　一

　　3．開発体制について、宇宙開発委員会の総合調整の下における

　　　一元化の燗を一三化すう・関鮪機開は・宇鯛三寸会

　の方針に沿r？て・拳の役割に応じ相互の協力を維持しつうそれ

　ぞれの体制を整備する。開発の実施の中核的機関たる宇宙開発

騨団は顕の騨の充実靴鷹める・’　・．’
4　開発を進めるに当三っては・進捗状況の把握及び成果の評価

　を行いつつ、、計画の管理を合理的に行う。

5．開癸を効率的に進めるため、自主技術の育成に留意しつつ海・

撒術の繭な活用を図る・勲・開発雛迄樋じて・国際

　的な友好を促進する見地から、国際協力を積極的に行うひ

6・将来の宇宙開発ρ準展に備えて・先行研究及び関連分野の研

究を総合的かつ計画的に行うとともに、人工衛星の新たな利用．

　分野について積極的に調査を行う。

弘　開発を進めるに当たっては、人材の養成、情報流通の促進旧

び普及醗に努め鷹か利用者襯の協力の蘇等必要な施

　策を講ずる。　．　　　　　一

8・宇宙開発には、今後多額の資金を要するので、その効率的な・’

　運用を図る。
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宇宙関係条紬蒋別部会溝成員’

部会長．委員

委　員
禧
夫
回
文

東
昌
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専門委員
浅
石
．
伊
川
木
野
中
千
・
竹
中
星
松
山

沼　　・強　東京大学宇宙航空鵬所長

川漁・夫郵政省電波監理局長

原　義　徳　科学技術庁研究調整局長、

島　一　郎　法務省民事局長’

田　宏文部省学術国際局長
野◎　●宏　東京大学法学部教授

木文彦外務省国際連合局長

賀　鉄　也，、㈹経済団体連合会常務理事

内　道　雄　天蔵省主計局長

村四郎運輸省大軍官房審議官

野英一東京大学法学部教授

浦　陽　恵　宇宙開発事業団副理事長

本　草　二　成踪大学法学部教授
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宇宙関係条約特別部会溝成員　’

●
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部会長．委員

委　員

専門委員

八　藤　東　禧一

山　県　昌　夫

網　島　　　毅

斎・藤　成　文

和　沼　　冒強　東京大学宇宙航空研究；所長

石川晃夫郵政省電波監理局長
伊　原　義　徳曽科学技術庁研究調整局長

川島　郎灘省民事局心
木，田’　　宏　文部省学術国際局長

塩野　宏東京大学法学部教授
鈴　木　文　彦　外務省国際連合局長

千　賀　鉄．也，佃経済団体連合会常務理事

竹内’道雄天蔵劣主計局長

中　村　四　郎　運輸省大臣官房審議官

・星　野　英　一　東京大学法学部教授

・松　浦　陽●恵　宇宙開発事業団副理事長

山　本　草　ゴ　藍鼠大学法学部教授
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